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は
じ
め
に

米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
イ
ラ
ク
の
戦
後
復
興
に
関
し
て
発
言
、
演
説
し
た
コ
ー

ナ
ー
、「
イ
ラ
ク
の
新
生
」
が
あ
る
。
二
○
○
五
年
の
そ
の
一
覧
を
見
る
と
、
一
月
に
二
回
、
二
〜
五
月
に
各
月
一
回
、
六
月
に
二
回
、

八
、
九
月
に
各
三
回
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
十
月
に
は
八
回
、
十
一
月
に
二
回
、
十
二
月
に
六
回
と
、
年
後
半
に
急
に
回
数
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
前
の
二
○
○
四
年
を
見
て
み
る
と
、
七
月
か
ら
急
速
に
イ
ラ
ク
関
連
の
発
言
が
減
っ
て
い
る
。
ど
う
も
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
は
二
○
○
四
年
七
月
か
ら
二
○
○
五
年
七
月
ま
で
、
つ
ま
り
米
占
領
体
制
か
ら
イ
ラ
ク
暫
定
政
府
へ
と
主
権
移
譲
し
て
以
降
の
一
年

間
、
イ
ラ
ク
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
語
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

だ
が
イ
ラ
ク
国
内
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
み
る
と
、
こ
の
一
年
間
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
逆
で
、

戦
後
イ
ラ
ク
で
初
め
て
の
国
政
選
挙
、
民
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
初
め
て
の
国
会
、
政
府
の
成
立
、
そ
し
て
憲
法
草
案
の
作
成
と
、

そ
の
後
の
イ
ラ
ク
の
筋
道
を
決
め
る
重
要
な
出
来
事
が
次
々
に
起
こ
っ
て
い
る
。
主
権
移
譲
の
一
年
間
、
何
故
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
イ

ラ
ク
国
内
で
の
展
開
に
対
し
て
、
比
較
的
寡
黙
だ
っ
た
の
か
。
裏
返
せ
ば
、
こ
の
一
年
間
の
イ
ラ
ク
で
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ブ

ッ
シ
ュ
政
権
は
あ
ま
り
触
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
も
言
え
る
。

で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
触
れ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
民
選
に
よ
る
議
員
の
選
出
と
移
行
政
府
の
結

果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
「
イ
ラ
ク
の
民
主
化
」
を
謳
い
、「
自
由
と
解
放
」
の
名
の
下
に
倒
し
た

サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
の
後
に
出
現
し
た
新
生
イ
ラ
ク
政
府
は
、
実
は
隣
国
イ
ラ
ン
型
の
、
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
を

中
心
と
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
政
権
に
限
り
な
く
近
い
政
体
を
指
向
す
る
政
権
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
頭
を
悩
ま

せ
、
手
放
し
で
「
イ
ラ
ク
の
民
主
化
」
の
進
行
を
褒
め
た
た
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
結
果
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
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本
章
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
イ
ラ
ク
戦
争
と
そ
の
後
の
戦
後
復
興
で
推
し
進
め
て
き
た
は
ず
の
「
イ
ラ
ク
の
民
主
化
」
が
、
戦
後

二
年
半
の
間
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
検
証
し
て
い
こ
う
。
そ
こ
で
焦
点
と
な
る
の
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

第
一
は
、
民
主
化
の
過
程
で
政
治
的
台
頭
を
果
た
し
た
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
が
ど
の
よ
う
に
政
権
中
枢
を
占
め
て
い
っ

た
か
、
と
い
う
点
で
あ
り
、
第
二
は
、
逆
に
「
ア
メ
リ
カ
の
占
領
」
の
下
で
戦
後
社
会
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
抱
く
ス
ン
ナ
派
ア

ラ
ブ
人
社
会
の
脱
落
を
防
ぐ
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
「
ス
ン
ナ
派
勢
力
」
を
仮
定
し
創
造
し
て
き
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

前
者
は
、
戦
後
の
イ
ラ
ク
が
着
々
と
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
」
へ
の
道
を
歩
み
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
後
者
は
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊

後
も
な
お
も
ア
メ
リ
カ
が
、「
ス
ン
ナ
派
社
会
」
を
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
の
勢
力
図
の
ま
ま
に
再
編
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

1

シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
の
台
頭

二
○
○
五
年
一
月
三
十
日
に
鳴
り
物
入
り
で
実
施
さ
れ
た
戦
後
初
の
自
由
な
国
政
選
挙
に
は
、
全
国
一
区
と
す
る
比
例
代
表
制
に

基
づ
い
て
二
○
○
以
上
の
政
党
、
政
治
家
が
参
加
し
、
二
七
五
人
の
制
憲
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
発
表
は
二

月
十
八
日
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
は
第
一
党
の
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
（
Ｕ
Ｉ
Ａ
）
と
第
二
党
の
ク
ル
ド
同
盟
（
Ｋ
Ａ
）
の
間

で
大
統
領
指
名
の
調
整
が
つ
か
な
い
ま
ま
、
国
会
初
会
合
は
三
月
十
六
日
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
。
正
副
大
統
領
が
指
名
さ
れ
た
の
が
四

月
七
日
、
首
相
は
同
月
九
日
に
任
命
さ
れ
た
が
、
組
閣
は
難
航
を
極
め
、
四
月
二
十
八
日
に
一
応
正
式
に
移
行
政
府
が
成
立
し
た
も

の
の
、
閣
僚
の
顔
ぶ
れ
が
ほ
ぼ
全
員
確
定
し
た
の
は
五
月
八
日
と
な
っ
た
。
三
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
イ
ラ
ク
政
権
の
空
転
を
招
い

た
原
因
は
、
第
一
党
の
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
が
ア
メ
リ
カ
の
想
像
以
上
に
圧
勝
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
親
米
リ
ベ
ラ
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ル
を
主
張
す
る
イ
ヤ
ー
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
暫
定
政
府
首
相
ら
世
俗
派
の
惨
敗
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
を
中
心
と
し
た
シ
ー
ア
派
勢
力
が
選
挙
向
け
に
結
成
し
た
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
は
、
シ
ー
ア
派
宗
教
界
の
最

高
権
威
で
あ
る
ア
リ
ー
・
ス
ィ
ス
タ
ー
ニ
ー
師
が
、
戦
後
の
社
会
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
に
シ
ー
ア
派
住
民
の
団
結
を
呼
び
か
け
た

こ
と
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
イ
ラ
ク
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
間
接
選
挙
を
主
張
し
た
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
も

早
急
な
直
接
選
挙
の
実
施
、
イ
ラ
ク
国
民
に
よ
る
憲
法
の
制
定
を
要
求
し
た
の
は
、
ス
ィ
ス
タ
ー
ニ
ー
を
中
心
と
す
る
シ
ー
ア
派
宗

教
界
（
ハ
ウ
ザ
）
で
あ
る
。
ハ
ウ
ザ
が
戦
後
の
イ
ラ
ク
で
社
会
的
影
響
力
を
も
っ
た
の
は
、
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
の
政
治
権
力
の
空

洞
化
の
な
か
で
、
行
政
母
体
に
よ
る
国
民
へ
の
秩
序
提
供
、
福
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
が
滞
り
、
宗
教
勢
力
が
そ
れ
を
補
う
こ
と
で
国
民

の
信
頼
を
勝
ち
得
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
シ
ー
ア
派
社
会
内
の
宗
教
化
傾
向
に
加
え
て
、
イ
ラ
ク
戦
争
ま
で
海
外
で
反
政
府

活
動
を
展
開
し
て
い
た
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
が
帰
国
し
即
座
に
国
内
で
の
活
動
を
再
開
し
た
こ
と
で
、
シ
ー
ア
派
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
政
党
は
早
い
段
階
で
大
き
な
大
衆
動
員
力
を
確
保
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
は
、
四
八
％
の
票
を
得
て
制
憲
議
会
の
二
七
五
議
席
中
一
四
○
議
席
を
獲
得
し
た
。
第
二
党
の
ク

ル
ド
同
盟
の
七
五
議
席
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
暫
定
政
府
首
相
の
イ
ラ
ク
・
リ
ス
ト
四
○
議
席
を
大
き
く
引
き
離
し
て
の
単
独
過
半
数
確

保
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
に
は
、
ダ
ア
ワ
党
、
イ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
最
高
評
議
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）
な
ど
の
既
存
の
元
亡

命
政
党
の
ほ
か
、
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
や
ダ
ア
ワ
党
イ
ラ
ク
機
構
、
イ
ラ
ク
・
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
な
ど
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
が
加
わ

っ
て
い
た
。

冒
頭
で
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
の
「
勝
ち
す
ぎ
」
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
と
述
べ
た
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
こ
の
イ

ラ
ク
統
一
同
盟
が
す
べ
て
反
米
的
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
に
は
、
親
米
派
の
代
表
格
た
る
ア
フ
マ

ド
・
チ
ャ
ラ
ビ
の
イ
ラ
ク
国
民
会
議
（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
）
や
ス
ン
ナ
派
部
族
勢
力
（
シ
ャ
ン
マ
ル
部
族
の
フ
ァ
ワ
ー
ズ
・
ア
ル
＝
ジ
ャ
ル
バ
）
の
ほ

か
、
ト
ル
コ
マ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
連
合
、
フ
ェ
イ
リ
ー
・
ク
ル
ド
（
シ
ー
ア
派
ク
ル
ド
）
な
ど
、
シ
ー
ア
派
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
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政
党
以
外
の
政
治
勢
力
も
加
わ
っ
て
い
た
。
同
盟
の
中
核
を
占
め
る
ダ
ア
ワ
党
や
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
、
イ
ラ
ン
型
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命

を
主
張
し
て
長
年
反
フ
セ
イ
ン
活
動
を
続
け
て
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
で
あ
る
が
、
後
者
は
一
九
八
二
年
の
結
成
時
か
ら
イ
ラ

ン
に
活
動
拠
点
を
置
い
て
き
た
一
方
で
、
湾
岸
戦
争
以
降
は
欧
米
諸
国
と
の
関
係
を
改
善
し
て
い
る
。
特
に
九
九
年
に
は
当
時
の
ク

リ
ン
ト
ン
政
権
が
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
を
支
援
対
象
組
織
と
し
て
認
め
る
な
ど
、
急
速
に
ア
メ
リ
カ
と
の
密
接
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
っ

た
。し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
同
盟
が
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
を
核
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
、
そ
し
て
長
く
イ
ラ
ン
へ
の
依
存
関
係
を
続
け
て

き
た
政
治
家
た
ち
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
に
は
明
確
に
反
米
を
主
張
す
る
勢
力
も
含
ま
れ
て

い
た
。
二
○
○
四
年
八
月
ま
で
駐
留
米
軍
と
激
し
い
戦
闘
を
繰
り
返
し
て
い
た
ム
ク
タ
ダ
・
サ
ド
ル
率
い
る
サ
ド
ル
派
の
一
部
や
フ

ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
な
ど
、
イ
ラ
ク
国
内
で
支
持
基
盤
を
確
立
し
て
き
た
反
米
・
反
占
領
勢
力
が
同
盟
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の

例
で
あ
る
。
実
際
、
わ
か
る
範
囲
で
み
れ
ば
、
サ
ド
ル
派
が
獲
得
し
た
議
席
は
二
一
、
フ
ァ
デ
ィ
ー
ラ
党
は
九
議
席
で
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ

Ｉ
の
一
八
議
席
、
ダ
ア
ワ
党
の
一
五
議
席
に
匹
敵
、
な
い
し
凌
駕
す
る
成
績
を
あ
げ
た
。
彼
ら
は
そ
の
勢
い
を
背
景
に
、
移
行
政
府

で
の
閣
僚
ポ
ス
ト
を
要
求
し
、
特
に
サ
ド
ル
派
は
政
権
中
枢
三
九
人
（
閣
僚
お
よ
び
正
副
大
統
領
）
の
う
ち
、
三
つ
の
大
臣
職
を
獲
得
し

た
。
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
が
得
た
閣
僚
ポ
ス
ト
全
体
は
一
四
、
う
ち
半
数
が
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
治
家
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
展
開
に
、
い
か
に
ダ
ア
ワ
党
や
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
が
戦
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
従
属
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
と
は
い

え
、
同
同
盟
に
イ
ラ
ン
型
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
を
内
に
秘
め
た
「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」
の
姿
を
見
る
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
二
○

○
五
年
六
月
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
故
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
の
追
悼
行
事
を
初
め
て
イ
ラ
ク
国
内
で
行
っ
た
。
ナ
ジ
ャ
フ
、
カ
ル
バ
ラ
ー
と
い

っ
た
シ
ー
ア
派
聖
地
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
バ
ス
ラ
な
ど
の
イ
ラ
ク
南
部
の
諸
都
市
に
は
次
々
に
イ
ラ
ン
人
の
巡
礼
者
や
商
人
が
大
量

に
流
入
し
、
一
部
の
都
市
で
は
ペ
ル
シ
ャ
語
が
日
常
会
話
化
し
て
い
る
と
の
報
道
も
み
ら
れ
た
。
サ
ド
ル
派
や
チ
ャ
ラ
ビ
の
よ
う
に
、

直
接
イ
ラ
ン
か
ら
の
資
金
援
助
を
得
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
る
政
治
組
織
も
あ
る
が
、
経
済
的
、
地
理
的
な
近
さ
か
ら
イ
ラ
ク
南
部
の
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イ
ラ
ン
へ
の
依
存
度
は
一
般
的
に
高
く
、
燃
料
、
電
力
不
足
に
悩
む
イ
ラ
ク
に
と
っ
て
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
精
製
油
、
電
力
の
提
供
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ー
デ
ィ
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
＝
マ
フ
デ
ィ
副
大
統
領
を
は
じ
め
と
し
て
、
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
政
党
出
身
の
移
行
政
府
要
人
も
、
経
済
派
遣
団
を
組
ん
で
し
ば
し
ば
イ
ラ
ン
を
訪
問
し
た
。
現
状
で
は
イ
ラ
ン
政
府
が
積
極

的
に
イ
ラ
ク
内
政
に
介
入
す
る
状
況
で
は
な
い
に
し
て
も
、
移
行
政
府
、
あ
る
い
は
現
在
の
イ
ラ
ク
政
界
の
中
枢
が
イ
ラ
ン
政
府
と

の
太
い
パ
イ
プ
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
イ
ラ
ン
と
の
関
係
に
加
え
て
、
イ
ラ
ク
国
内
外
に
動
揺
を
与
え
た
の
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
お
よ
び
バ
ド
ル
組
織
に
よ
る
治

安
組
織
の
掌
握
で
あ
る
。
バ
ド
ル
組
織
と
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
が
イ
ラ
ン
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
た
一
九
八
○
年
代
に
、

イ
ラ
ン
政
府
の
支
援
を
得
て
反
フ
セ
イ
ン
活
動
を
推
進
す
る
軍
事
部
門
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争

（
一
九
八
○
〜
八
八
年
）
期
に
イ
ラ
ン
の
支
援
を
受
け
て
イ
ラ
ン
か
ら
イ
ラ
ク
国
内
に
潜
入
さ
せ
ら
れ
た
バ
ド
ル
組
織
に
対
し
て
、
そ
れ

を
「
外
敵
」
と
し
て
戦
っ
た
経
験
と
記
憶
を
も
つ
、
あ
る
い
は
彼
ら
に
よ
っ
て
命
を
失
っ
た
イ
ラ
ク
人
は
少
な
く
な
い
。
移
行
政
府
組

閣
時
、
バ
ド
ル
組
織
の
長
で
あ
る
ハ
ー
デ
ィ
・
ア
ー
ミ
リ
ー
が
内
相
に
就
任
す
る
と
の
噂
が
立
っ
た
後
、
結
局
同
ポ
ス
ト
は
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｒ
Ｉ
の
バ
ー
キ
ル
・
ソ
ー
ラ
ー
グ
に
与
え
ら
れ
た
が
、
バ
ド
ル
組
織
は
七
月
に
リ
ベ
ラ
ル
派
の
バ
グ
ダ
ー
ド
市
長
を
辞
任
に
追
い
込

み
市
政
を
牛
耳
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
は
主
と
し
て
治
安
機
関
の
確
保
に
重
き
を
置
い
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

新
生
イ
ラ
ク
の
治
安
組
織
が
政
治
性
、
党
派
性
の
強
い
勢
力
に
よ
っ
て
牛
耳
ら
れ
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
は
、
早
く
も
二
○
○
五

年
二
月
頃
か
ら
表
面
化
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
か
ら
「
バ
ド
ル
組
織
が
旧
バ
ア
ス
党
勢
力
を
殺
害
し
て
い
る
」
と
の
噂
が
出
は
じ
め
、

移
行
政
府
成
立
以
降
は
ス
ン
ナ
派
の
ウ
ラ
マ
ー
や
政
治
家
が
次
々
に
襲
撃
、
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
治
安
機

関
に
よ
る
攻
撃
だ
と
考
え
る
向
き
は
多
く
、
十
一
月
に
は
イ
ラ
ク
警
察
に
よ
る
（
主
と
し
て
）
ス
ン
ナ
派
住
民
に
対
す
る
不
当
逮
捕
、

拘
束
者
に
対
す
る
虐
待
、
拷
問
が
発
覚
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ン
ナ
派
の
代
表
的
政
党
で
あ
る
イ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
党
は
国
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際
機
関
に
よ
る
調
査
を
要
求
、
十
一
月
十
五
日
に
は
ジ
ャ
ア
フ
ァ
リ
移
行
政
府
首
相
自
身
が
事
件
を
認
め
、
事
実
調
査
を
約
束
せ
ざ

る
を
得
ぬ
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
が
、
イ
ラ
ク
国
内
の
宗
派
対
立
を
助
長
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

2

イ
ラ
ク
社
会
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化

シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
の
台
頭
が
各
方
面
に
衝
撃
を
与
え
た
の
は
、
対
イ
ラ
ン
関
係
や
宗
派
対
立
の
激
化
だ
け
で
は
な

い
。
二
○
○
五
年
一
月
に
選
出
さ
れ
た
国
民
議
会
は
、
恒
久
憲
法
を
制
定
す
る
制
憲
議
会
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
た
が
、
八
月

十
五
日
の
憲
法
草
案
作
成
、
十
月
十
五
日
の
憲
法
承
認
の
国
民
投
票
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
五
月
に
は
憲
法
起
草
委

員
会
が
国
会
内
に
設
置
さ
れ
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
を
圧
倒
的
優
勢
と
す
る
国
会
で

の
、
憲
法
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
志
向
で
あ
る
。

五
月
に
国
会
内
委
員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
た
憲
法
起
草
委
員
会
は
、
最
初
は
議
会
勢
力
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
た
め
、
全
五
五
人

中
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
率
い
る
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
が
二
八
人
、
ク
ル
ド
同
盟
が
一
五
人
、
イ
ラ
ク
・
リ
ス
ト
八
人
、
そ
の
他

四
人
と
な
っ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
イ
ラ
ク
統
一
同
盟
の
な
か
で
も
特
に
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
の
イ
デ

オ
ロ
ー
グ
が
多
く
選
ば
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ル
バ
ラ
ー
の
金
曜
礼
拝
導
師
の
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
＝
サ
ー
フ
ィ
ー
や
ナ
ジ
ャ
フ
で
の

ハ
ウ
ザ
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
的
存
在
で
あ
る
ア
リ
ー
・
ア
ル
＝
ダ
ッ
バ
ー
グ
な
ど
、
ス
ィ
ス
タ
ー
ニ
ー
師
に
き
わ
め
て
近
い
イ
ス
ラ

ー
ム
法
学
者
が
加
わ
っ
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
か
ら
は
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
＝
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ル
＝
サ
ギ
ー
ル
（
バ
グ
ダ
ー
ド
の
金
曜
礼
拝

導
師
）、
フ
ナ
ー
ン
・
ハ
ム
ー
デ
ィ
、
ア
ク
ラ
ム
・
ア
ル
＝
ハ
キ
ー
ム
な
ど
の
幹
部
が
、
ダ
ア
ワ
党
か
ら
は
ジ
ャ
ワ
ー
ド
・
ア
ル
＝
マ

ー
リ
キ
ー
や
ア
リ
ー
・
ア
ル
＝
ア
デ
ィ
ー
ブ
と
い
っ
た
政
治
局
員
が
、
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
お
よ
び
イ
デ
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オ
ロ
ー
グ
は
五
五
人
中
一
六
人
に
上
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
憲
法
起
草
委
員
会
は
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
が
わ
ず
か
二
人
し
か
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
、
六
月
末
に
は
最
終

的
に
非
国
会
議
員
の
ス
ン
ナ
派
政
治
家
一
五
人
を
任
命
し
て
七
○
人
に
増
員
さ
れ
、
さ
ら
に
「
専
門
家
」
と
し
て
一
○
人
の
ス
ン
ナ
派

が
憲
法
草
案
策
定
に
か
か
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
増
員
、
再
編
に
は
、
宗
派
的
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
問
題
以
上
に
、
イ
ス
ラ

ー
ム
政
治
家
の
多
さ
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
偏
向
を
問
題
視
す
る
米
政
権
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

実
際
、
七
月
以
降
憲
法
草
案
作
成
過
程
が
本
格
化
す
る
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
憲
法
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
、
お
よ
び
シ
ー

ア
派
宗
教
界
に
対
す
る
特
別
待
遇
の
確
保
が
、
憲
法
条
項
に
盛
り
込
ま
れ
よ
う
と
し
た
よ
う
だ
。
七
月
末
に
リ
ー
ク
さ
れ
た
憲
法
草

案
を
み
る
と
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
を
（
イ
ラ
ク
に
お
け
る
法
体
系
の
）
唯
一
の
法
源
と
す
る
」、「
ハ
ウ
ザ
（
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
界
）
の

特
別
な
位
置
づ
け
を
認
め
る
」、「
シ
ー
ア
派
聖
地
に
対
す
る
公
的
保
護
」
と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
草
案
を
め
ぐ
っ

て
で
あ
ろ
う
、
在
イ
ラ
ク
米
大
使
の
ザ
ル
メ
イ
・
ハ
リ
ル
ザ
ー
ド
は
七
月
二
十
三
日
タ
ラ
バ
ー
ニ
移
行
政
府
大
統
領
と
会
い
、
席
上

タ
ラ
バ
ー
ニ
が
ハ
リ
ル
ザ
ー
ド
に
「
シ
ー
ア
派
聖
地
へ
の
特
別
な
配
慮
」
を
求
め
る
、
と
い
っ
た
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

憲
法
草
案
に
つ
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
問
題
以
外
に
も
連
邦
制
規
定
や
そ
れ
に
伴
う
資
源
収
入
の
配
分
な
ど
、
懸
案
事
項
が

多
々
存
在
し
た
た
め
、
予
定
よ
り
二
週
間
遅
れ
の
草
案
発
表
と
な
り
、
さ
ら
に
公
表
後
も
草
案
は
各
派
勢
力
と
ア
メ
リ
カ
の
間
で
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
調
整
が
続
い
た
。
結
局
、
日
程
ど
お
り
の
憲
法
制
定
を
目
指
す
米
政
権
の
テ
コ
入
れ
も
あ
っ
て
、
連
邦
制
に
関
連
す
る

具
体
的
項
目
の
多
く
は
憲
法
に
は
明
記
さ
れ
ず
、
正
式
国
会
成
立
後
「
六
カ
月
以
内
に
、
議
員
過
半
数
の
賛
成
で
地
方
自
治
政
府
設

置
に
関
す
る
法
を
制
定
す
る
」
と
し
て
、
結
論
を
先
送
り
し
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
憲
法
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
に
つ
い
て
も
、「
全
て
の
法
律
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
条
項
（
第
二
条
第
一

項
ａ
）
は
残
さ
れ
た
も
の
の
、
同
じ
条
項
の
ｂ
、
ｃ
に
は
「
全
て
の
法
律
は
民
主
主
義
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
」、「
全
て
の
法
律
は
基

本
的
人
権
と
自
由
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
項
目
が
併
記
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
導
入
が
（
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
考
え
る
）
民
主
主
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義
や
人
権
の
阻
害
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
同
第
二
条
の
第
二
項
に
は
、「
イ
ラ
ク
人
の
大
半
が
保
有

す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
障
」
が
謳
わ
れ
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
サ
ー
ビ
ア
教
徒
、
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
教

徒
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
宗
教
に
対
し
て
も
権
利
を
認
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
ま
た
シ
ー
ア
派
聖
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

第
十
条
で
「
聖
廟
や
宗
教
施
設
は
宗
教
的
文
化
的
一
体
性
を
も
ち
、
国
家
は
そ
の
聖
性
を
維
持
、
保
護
し
、
そ
こ
で
宗
教
行
事
が
自

由
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
。

さ
て
、
憲
法
お
よ
び
法
体
系
一
般
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
に
お
い
て
、
最
も
関
心
を
集
め
た
の
が
民
法
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
問
題
で
あ
る
。

イ
ラ
ク
統
一
同
盟
の
核
と
な
る
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
や
ダ
ア
ワ
党
、
チ
ャ
ラ
ビ
ら
は
、
す
で
に
二
○
○
四
年
前
半
に
既
存
の
民
法
の
改
正
を

試
み
た
経
緯
が
あ
る
。
イ
ラ
ク
で
は
、
一
九
五
九
年
に
カ
ー
ス
ィ
ム
左
派
政
権
の
下
で
近
代
西
欧
法
体
系
に
基
づ
い
た
世
俗
的
民
法

を
導
入
し
、
フ
セ
イ
ン
政
権
期
に
も
引
き
続
き
相
続
や
婚
姻
に
お
け
る
男
女
平
等
を
確
保
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
当
時
統
治

評
議
会
議
員
で
あ
っ
た
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
治
家
た
ち
は
、
こ
れ
を
改
正
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
民
法
の
導
入
に
道
を
開
く
決

定
を
行
っ
た
。
こ
の
決
定
は
、
そ
の
後
女
性
組
織
や
左
派
政
党
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
反
発
に
よ
っ
て
撤
回
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
恒
久
憲
法
の
制
定
に
お
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
「
イ
ス
ラ
ー
ム
に
反
す
る
法
律
の
廃
棄
」
と
い
う
規
定
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
勢
力
が
再
度
民
法
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

憲
法
に
は
そ
の
第
二
十
条
で
、「
市
民
は
男
女
と
も
に
公
共
の
諸
事
に
参
加
し
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
含
む
政
治
的
権
利
を
享
受
す

る
権
利
を
も
つ
」
と
、
公
的
領
域
で
の
男
女
平
等
が
謳
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
民
法
改
正
は
私
的
領
域
で
の
女
性
差
別
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
そ
れ
を
見
越
し
て
、
国
民
投
票
直
前
の
十
月
十
三
日
に
ハ
リ
ル
ザ
ー
ド
米
大
使
は
、「
地
方
政
府
へ
の
権
力
・
石
油
収
入

配
分
問
題
や
民
法
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
数
カ
月
か
け
て
議
論
す
る
」
と
述
べ
、
イ
ラ
ク
政
府
に
慎
重
な
対
応
を
求

め
た
。

と
こ
ろ
で
、
戦
後
イ
ラ
ク
社
会
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
現
象
は
、
法
体
系
や
政
府
中
枢
ポ
ス
ト
の
独
占
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
よ
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り
広
範
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
化
、
保
守
化
で
あ
る
。
特
に
治
安
が
回
復
し
な
い
こ
と
で
、
女

性
が
脅
迫
、
誘
拐
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
こ
と
で
女
性
の
社
会
進
出
は
大
き
く
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
公
共
域
に
お
け
る
女
性
の
自
己

防
衛
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
イ
ラ
ク
社
会
の
な
か
で
は
さ
ほ
ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
ヴ
ェ
ー
ル
の
着
用
な
ど
が
一
般
化

し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
自
警
活
動
の
な
か
に
、
女
性
に
対
す
る
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
や
ヴ
ェ
ー
ル
の
着
用
を
強
い
る

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
よ
る
風
紀
取
締
ま
り
は
女
性
を
対
象
と
し
た
措
置
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
部
急
進
派

の
な
か
に
は
酒
販
売
店
や
映
画
館
、
ビ
デ
オ
販
売
な
ど
に
対
す
る
規
制
を
強
行
す
る
者
も
多
く
、
暴
力
的
手
段
に
よ
っ
て
こ
う
し
た

営
業
が
差
し
止
め
ら
れ
る
事
件
も
多
発
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
選
挙
や
政
党
政
治
の
確
立
の
過
程
で
女
性
の
政
治
進
出
を
積
極
的
に
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
米
政
権
の
政
策

と
背
反
し
て
い
る
。
米
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
国
会
議
員
全
体
の
三
分
の
一
以
上
を
女
性
候
補
と
す
る
べ
し
、
と
の
指
導
を
行
っ
て
き

た
。
ま
た
女
性
閣
僚
も
、
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
に
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
暫
定
政
府
（
二
○
○
四
年
六
月
〜
二
○
○
五
年
三
月
）
閣

僚
総
数
三
六
人
、
移
行
政
府
三
九
人
中
、
共
に
五
人
と
増
え
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
を
詳
細
に
見
て
み
る
と
、
暫
定
政
府
で
女
性
閣

僚
に
選
ば
れ
た
五
人
の
う
ち
ク
ル
ド
人
が
二
人
、
ア
ッ
シ
リ
ア
人
が
一
人
と
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ら
の
登
用
に
偏
っ
て
い
る
。
こ
の

傾
向
は
移
行
政
府
で
よ
り
強
く
、
五
人
中
四
人
ま
で
が
ク
ル
ド
人
女
性
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
民
選
が
進
む
に
つ
れ
て
、
シ
ー
ア
派
閣
僚
の
間
に
女
性
が
減
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
政
権
に
よ

っ
て
直
接
政
府
幹
部
が
任
命
さ
れ
て
い
た
二
○
○
四
年
六
月
の
主
権
移
譲
以
前
に
は
、
例
え
ば
統
治
評
議
会
議
員
の
う
ち
女
性
は
四

人
だ
っ
た
が
、
う
ち
三
人
が
シ
ー
ア
派
の
女
性
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ー
ア
派
社
会
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
の
台
頭

が
進
む
に
つ
れ
て
、
シ
ー
ア
派
か
ら
の
女
性
の
閣
僚
登
用
が
減
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
に
も
女
性
の
政
治
家
は
い
る

―
む
し
ろ
多
い

―

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
時
期
チ
ャ
ラ
ビ
ら
の
シ
ー
ア
派
政
治
家
と
行
動
を
共
に
し
、
宗
教
界
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
イ
ラ
ク
統
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一
同
盟
出
身
の
女
性
議
員
に
、
サ
ラ
ー
マ
・
ハ
ッ
フ
ァ
ー
ジ
や
ア
マ
ル
・
カ
ー
シ
フ
ル
ギ
タ
ー
ら
が
い
る
が
、
彼
女
ら
は
西
欧
型
の

男
女
平
等
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
基
づ
く
女
性
の
擁
護
を
主
張
す
る
。
例
え
ば
ハ
ッ
フ
ァ
ー
ジ
の
「
イ
ラ
ク
社

会
は
部
族
的
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
、
保
守
的
社
会
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
世
俗
的
家
族
法
に
違
和
感
を
も
っ
て
い
る
。
世
俗
法
を
強

要
す
る
こ
と
は
独
裁
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
変
え
る
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
発
言
、
カ
ー
シ
フ
ル
ギ
タ
ー
の
「
女
性

は
大
統
領
、
副
大
統
領
と
い
っ
た
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
地
位
に
つ
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
発
言
は
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
か
た
ち
で
の
「
女
性
の
進
出
」
は
、
当
然
米
政
権
や
イ
ラ
ク
国
内
の
世
俗
派
勢
力
を
当
惑
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

3

ス
ン
ナ
派
政
治
勢
力
―
再
編
か
、踏
襲
か

ア
メ
リ
カ
の
企
図
し
た
戦
後
イ
ラ
ク
の
「
民
主
化
」
が
、
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
の
政
治
的
台
頭
と
イ
ラ
ク
社
会
と
国
家

の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
生
ん
だ
こ
と
は
、
イ
ラ
ク
統
治
政
策
を
担
う
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
大
き
な
悩
み
の
種
と
な
っ
た
が
、
一
方
で
イ
ラ

ク
政
界
の
再
編
過
程
で
の
ス
ン
ナ
派
政
治
家
の
脱
落
も
ま
た
、
米
政
権
が
頭
を
抱
え
た
点
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
イ
ラ
ク
の
ス
ン
ナ
派
住
民
は
、
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
に
限
ら
ず
、
十
九
世
紀
末
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
か
ら
官
僚
や
軍

な
ど
の
国
家
中
枢
機
構
を
目
指
す
政
治
エ
リ
ー
ト
の
母
体
と
な
っ
て
き
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ス
ン
ナ
派
を
国
教
と
し
て
い
た
こ
と
、

イ
ラ
ク
を
間
接
支
配
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
の
エ
リ
ー
ト
政
治
家
に
依
存
し
て
イ
ラ
ク
国
家
建
設
を
行
っ
た
こ
と
、
性

急
に
イ
ラ
ク
軍
を
確
立
す
る
た
め
に
多
く
の
ス
ン
ナ
派
出
身
軍
人
が
登
用
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
そ
こ
に
は
存
在

す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
こ
と
は
、
イ
ラ
ク
史
に
お
い
て
ス
ン
ナ
派
ア
ラ
ブ
住
民
は
、
自
ら
を
イ
ラ
ク
の
一
部
の
宗
派
集
団

と
認
識
し
て
、
ス
ン
ナ
派
の
み
で
ま
と
ま
っ
て
地
域
住
民
と
し
て
政
治
的
要
求
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
、
と
い
っ
た
経
験
を
一
切
し
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た
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
に
反
政
府
活
動
を
行
う
ス
ン
ナ
派
政
治
家
の
多
く
は
、
ア
ラ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
対
立
、
あ
る
い
は
軍
人
と
し
て
の
権
力
抗
争
の
か
た
ち
で
フ
セ
イ
ン
政
権
と
対
立
し
、
宗
派
領
域
を
支
持
基
盤
と

し
た
運
動
を
展
開
し
て
こ
な
か
っ
た
。
湾
岸
戦
争
以
降
海
外
に
亡
命
し
て
米
政
権
と
接
触
を
も
っ
た
ス
ン
ナ
派
政
治
家
も
ま
た
、
一

九
六
○
年
代
の
外
相
経
験
を
も
つ
ア
ド
ナ
ン
・
パ
チ
ャ
ー
チ
や
、
一
九
五
八
年
以
前
に
王
家
と
し
て
イ
ラ
ク
に
君
臨
し
た
ハ
ー
シ
ム

家
末
裔
の
シ
ャ
リ
ー
フ
・
ア
リ
ー
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
個
人
政
治
家
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ス
ン
ナ
派
政
治
家
の
政
党
活
動
経
験
の
な
さ
は
、
戦
後
の
イ
ラ
ク
に
お
け
る
比
例
代
表
制
を
軸
と
し
た
選
挙
シ
ス
テ

ム
に
は
不
利
に
働
い
た
。
イ
ラ
ク
政
体
の
確
立
に
お
い
て
宗
派
や
民
族
間
の
人
数
的
バ
ラ
ン
ス
を
過
度
に
重
視
す
る
米
政
権
は
、
シ

ー
ア
派
や
ク
ル
ド
政
治
家
は
代
表
的
政
党
か
ら
適
宜
選
べ
ば
よ
か
っ
た
が
、
ス
ン
ナ
派
に
つ
い
て
は
誰
に
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
ス

ン
ナ
派
社
会
を
代
表
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
っ
た
く
白
紙
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
戦
後
の
反
米
活
動
の
多
く
が
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
や
モ
ー
ス
ル
、
テ
ィ
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
ス
ン
ナ
派
地
域
で
発
生
し
、
そ

こ
で
多
く
の
多
国
籍
軍
兵
士
の
命
と
戦
費
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
、
特
に
米
軍
に
と
っ
て
一
刻
も
早
く
紛
争
主
体
を

代
表
し
得
る
勢
力
と
の
交
渉
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
米
軍
の
姿
勢
を
如
実
に
示
し
て
い
る

の
が
、
二
○
○
四
年
五
月
の
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
に
お
け
る
地
元
勢
力
と
米
軍
間
の
停
戦
の
あ
り
方
で
あ
る
。

二
○
○
四
年
四
月
に
米
軍
と
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
住
民
の
間
で
激
し
い
衝
突
が
発
生
、
米
軍
は
一
カ
月
近
く
同
市
を
包
囲
し
攻
撃
を

続
け
た
が
、
こ
の
こ
と
は
ス
ン
ナ
派
の
み
な
ら
ず
イ
ラ
ク
全
土
、
お
よ
び
ア
ラ
ブ
諸
国
の
間
で
対
米
批
判
を
巻
き
起
こ
し
た
。
軍
事

的
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
米
軍
は
、
四
月
三
十
日
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
住
民
と
の
停
戦
合
意
に
基
づ
き
、
同
市
か
ら
撤
退
を

開
始
し
た
が
、
こ
の
と
き
米
軍
は
、
地
元
の
旧
軍
、
旧
治
安
部
隊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
部
隊
に
今
後
の
市
中
統

治
を
任
せ
る
こ
と
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
部
隊
司
令
官
に
任
命
し
た
人
物
は
、
実
は
フ
セ
イ
ン
時
代
に
共
和
国
防
衛
隊
将
校
と
し
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て
シ
ー
ア
派
住
民
へ
の
鎮
圧
行
動
に
携
わ
っ
て
き
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
米
軍
は
事
後
的
に
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
に
米
軍
や
中
央
政
府
の
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
自
治
」
地
帯
が
出
現
、
後
に
ザ
ル
カ
ー
ウ
ィ
ら
の
外
国
か
ら

の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
称
さ
れ
る
武
装
勢
力
の
拠
点
と
化
す
結
果
を
生
ん
だ
。

そ
の
後
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
は
、
同
年
十
一
月
に
再
び
徹
底
的
な
米
軍
の
掃
討
作
戦
に
遭
う
が
、
こ
の
よ
う
な
米
政
権
の
、
当
面
紛

争
を
回
避
す
る
た
め
に
ス
ン
ナ
派
政
治
家
の
誰
か
を
十
分
な
展
望
、
計
画
の
な
い
ま
ま
登
用
す
る
、
と
い
う
方
法
は
、
戦
後
一
貫
し

て
現
在
も
続
い
て
い
る
。
そ
の
米
政
権
が
ス
ン
ナ
派
の
、
代
表
性
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
勢
力
を
適
宜
「
手
っ
取
り
早
く
」
起
用
す
る

際
に
、
と
り
あ
え
ず
先
入
観
と
し
て
抱
い
て
い
る
の
が
、「
部
族
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
、
旧
バ
ア
ス
党
」
と
い
う
三
つ
の
分
類
で
あ
る
。

部
族
に
つ
い
て
は
、
戦
争
直
後
に
統
治
評
議
会
を
任
命
し
た
際
（
二
○
○
三
年
七
月
）、
ス
ン
ナ
派
政
治
家
が
足
り
ず
に
四
苦
八
苦
し
た

米
軍
が
、
シ
ャ
ン
マ
ル
部
族
長
家
か
ら
ガ
ー
ズ
ィ
ー
・
ヤ
ー
ウ
ィ
ル
を
探
し
て
き
た
よ
う
に
、
大
部
族
お
よ
び
紛
争
地
域
の
部
族
集

団
か
ら
要
職
に
登
用
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
集
団
を
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
に
統
治
し
よ
う
と
し
た
。
旧
バ
ア
ス
党
に
つ
い
て
は
、「
ス
ン

ナ
派
＝
フ
セ
イ
ン
政
権
支
持
派
」
と
の
固
定
概
念
の
下
に
、
米
政
権
は
反
対
派
懐
柔
を
目
的
と
し
て
、
限
定
的
な
バ
ア
ス
党
員
の
政

権
復
帰
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
暫
定
政
府
が
戦
後
の
治
安
機
関
に
旧
軍
、
旧
治
安
関
係
者
を
登
用
し
た
の
は
、
こ
う

し
た
ア
メ
リ
カ
の
姿
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
に
対
し
て
は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ば
一
九
四
○
年
代

か
ら
イ
ラ
ク
国
内
で
組
織
化
さ
れ
て
き
た
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
の
源
流
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
流
れ
を
く
む
イ
ラ
ク
・
イ
ス

ラ
ー
ム
党
に
、
統
括
を
期
待
し
た
。

「
部
族
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
、
旧
バ
ア
ス
党
」
を
通
じ
て
ス
ン
ナ
派
を
取
り
ま
と
め
よ
う
と
の
姿
勢
は
、
と
り
わ
け
二
○
○
五
年
一

月
の
制
憲
議
会
選
挙
を
ス
ン
ナ
派
勢
力
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
、
政
界
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
以
降
、
い
っ
そ
う
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

二
七
五
議
席
中
ス
ン
ナ
派
議
員
は
わ
ず
か
一
三
人
し
か
い
な
か
っ
た
た
め
、
移
行
政
府
は
組
閣
の
際
に
議
員
以
外
か
ら
ス
ン
ナ
派
の

閣
僚
を
登
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
に
登
用
さ
れ
た
国
防
相
、
副
首
相
、
国
務
相
な
ど
の
要
職
に
は
、
ド
ゥ
レ
イ
ミ
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ー
部
族
や
ジ
ュ
ブ
ー
リ
部
族
と
い
っ
た
紛
争
主
体
部
族
の
出
身
の
政
治
家
が
起
用
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
憲
法
起
草
委
員
会
な
ど
重

要
な
政
治
決
定
に
参
与
が
認
め
ら
れ
た
ス
ン
ナ
派
勢
力
は
、
ス
ン
ナ
派
ワ
ク
フ
（
宗
教
財
産
）
局
長
の
ア
ド
ナ
ン
・
ド
ゥ
レ
イ
ミ
ー
が

率
い
る
「
ス
ン
ナ
派
会
議
」
と
、
元
バ
ア
ス
党
員
の
サ
ー
リ
フ
・
ム
ト
ラ
ク
が
率
い
る
「
国
民
対
話
評
議
会
」
で
あ
っ
た
。
二
○
○
五

年
十
二
月
十
五
日
に
実
施
さ
れ
た
正
式
国
会
選
挙
で
は
、
制
憲
議
会
選
挙
と
異
な
り
ス
ン
ナ
派
政
治
勢
力
が
政
治
参
加
し
た
最
初
の

国
政
選
挙
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
が
、
こ
こ
で
も
上
の
登
用
状
況
を
反
映
し
て
、
旧
バ
ア
ス
党
系
の
「
イ
ラ
ク
国
民
対
話
戦
線
」
と
イ

ラ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
党
中
心
の
「
イ
ラ
ク
合
意
戦
線
」
が
ス
ン
ナ
派
の
立
候
補
政
党
と
し
て
主
軸
を
占
め
た
。

し
か
し
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
う
し
た
ス
ン
ナ
派
認
識
が
、
か
な
ら
ず
し
も
現
状
に
適
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
対
ス
ン
ナ
派
対
策
の
主
柱
た
る
「
部
族
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
、
旧
バ
ア
ス
党
」
は
、
フ
セ
イ
ン
政
権
末
期
、
特
に
湾
岸
戦

争
以
降
、
統
治
能
力
の
低
下
を
補
う
た
め
に
フ
セ
イ
ン
が
導
入
し
た
、
一
時
的
な
大
衆
動
員
手
段
で
し
か
な
い
。
ま
た
バ
ア
ス
党
お

よ
び
旧
政
権
勢
力
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ス
ン
ナ
派
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
後

の
イ
ラ
ク
に
お
い
て
も
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
と
同
じ
発
想
で
ス
ン
ナ
派
を
掌
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
認

識
に
基
づ
い
て
ア
メ
リ
カ
が
ス
ン
ナ
派
を
登
用
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
ス
ン
ナ
派
社
会
は
ま
さ
に
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
と
同
じ
メ
カ

ニ
ズ
ム
で
再
編
さ
れ
、
い
っ
そ
う
定
着
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
、
フ
セ
イ
ン
政
権
と
対
立
し
続
け
て
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
を
掲
げ
る
シ
ー
ア
派
住
民
や
ク
ル
ド
少
数
民
族
に
と
っ

て
の
み
な
ら
ず
、
ス
ン
ナ
派
住
民
自
身
に
と
っ
て
、
不
幸
な
道
で
あ
る
。
ス
ン
ナ
派
住
民
の
多
く
は
、
フ
ァ
ッ
ル
ー
ジ
ャ
で
反
米
・

反
政
府
活
動
を
展
開
す
る
ド
ゥ
レ
イ
ミ
ー
部
族
を
含
め
て
、
フ
セ
イ
ン
政
権
に
対
し
て
不
満
と
反
発
を
抱
い
て
い
た
。
彼
ら
も
ま
た
、

フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
、
脱
フ
セ
イ
ン
路
線
を
と
り
、
新
生
イ
ラ
ク
の
な
か
で
反
フ
セ
イ
ン
体
制
の
担
い
手
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
反
米
活
動
激
化
の
な
か
で
「
手
っ
取
り
早
く
」
ス
ン
ナ
派
を
懐
柔
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
米
政
権
の
政
策
に
よ

っ
て
、
ス
ン
ナ
派
住
民
に
対
し
て
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
代
表
シ
ス
テ
ム
が
戦
後
も
適
用
さ
れ
た
。
バ
ア
ス
党
シ
ス
テ
ム
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や
部
族
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
却
す
る
機
会
を
失
っ
た
ば
か
り
か
、
再
度
そ
れ
ら
の
旧
シ
ス
テ
ム
に
立
ち
戻
ら
な
け
れ
ば
政
治
参
加
で
き

な
い
、
と
い
う
戦
後
の
現
状
の
な
か
で
、
反
フ
セ
イ
ン
勢
力
対
旧
体
制
勢
力
と
の
対
立
項
が
ま
す
ま
す
宗
派
対
立
項
に
重
な
っ
て
い

く
結
果
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ

こ
う
し
た
ス
ン
ナ
派
政
治
家
の
登
用
は
、
一
見
ス
ン
ナ
派
住
民
の
民
意
代
弁
の
目
的
の
た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
な

が
ら
、
本
来
の
目
的
は
、
相
次
ぐ
ス
ン
ナ
派
住
民
居
住
地
域
で
の
反
米
、
反
政
府
武
装
活
動
を
、
ス
ン
ナ
派
政
治
家
の
登
用
を
通
じ

て
い
か
に
制
御
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ス
ン
ナ
派
政
治
家
に
は
、
住
民
代
表
と
し
て
の
性
格
よ
り
も
、
ス
ン

ナ
派
地
域
の
武
装
勢
力
に
対
す
る
説
得
、
統
御
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
意
図
を
察
し
て
か
、
そ
れ
以
降
多
く

の
野
心
あ
ふ
れ
る
ス
ン
ナ
派
政
治
家
が
、
武
装
勢
力
と
の
接
触
、
彼
ら
と
の
交
渉
能
力
や
人
脈
を
プ
レ
イ
ア
ッ
プ
し
て
政
界
へ
の
進

出
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
と
も
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。
正
式
の
国
会
選
挙
が
ス
ン
ナ
派
政
党
を
含
め
て
実
施
さ
れ
た
後
、

二
○
○
六
年
に
入
っ
て
早
々
に
各
地
で
自
爆
攻
撃
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
選
挙
後
の
ポ
ス
ト
、
利
権
を
め
ぐ
る
交
渉

力
と
し
て
、
武
装
攻
撃
が
ま
だ
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
米
政
権
の
進
め
て
き
た
戦
後
イ
ラ
ク
の
政
治
的
正
常
化
の
目
的
が
、
正
常
な
政
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
米
軍
の
統
治
コ
ス
ト
の
削
減
と
い
う
「
ア
メ
リ
カ
の
都
合
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
す
べ
て
の
「
民
主
化
」
努

力
を
皮
相
な
も
の
に
矮
小
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
イ
ラ
ク
で
着
々
と
進
め
ら
れ
る
占
領
か
ら
正
式
政

権
の
樹
立
と
い
う
政
治
的
正
常
化
の
過
程
は
、
あ
く
ま
で
も
米
軍
が
「
成
功
裏
に
」
イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
す
る
た
め
の
口
実
づ
く
り
の
過



98

程
で
し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

す
で
に
二
○
○
六
年
年
頭
の
時
点
で
、
多
国
籍
軍
の
イ
ラ
ク
で
の
死
者
数
は
二
四
○
○
人
に
迫
る
勢
い
で
あ
り
、
な
か
で
も
米
軍

兵
士
の
死
者
は
二
二
○
○
人
近
く
に
上
る
。
二
○
○
三
年
の
米
兵
の
死
者
数
は
四
八
六
人
（
う
ち
戦
争
中
の
死
者
は
一
四
○
人
）
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
二
○
○
四
年
は
八
四
八
人
、
二
○
○
五
年
は
八
四
六
人
と
、
増
え
こ
そ
す
れ
減
っ
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
負
傷
者
の

数
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
以
降
一
万
六
○
○
○
人
に
上
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
コ
ス
ト
を
長
期
的
に
抱
え
た
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
は
今
後
ど
れ
だ
け
イ
ラ
ク
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
。
だ

が
一
方
で
、「
コ
ミ
ッ
ト
し
な
く
て
も
よ
い
」
と
い
う
環
境
を
整
え
る
た
め
に
作
り
上
げ
た
イ
ラ
ク
の
戦
後
体
制
は
、
シ
ー
ア
派
社
会

に
お
い
て
は
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
「
悪
の
枢
軸
」
と
呼
ぶ
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
体
制
の
相
似
形
と
な
り
、
ス
ン
ナ
派
社
会
で
は
倒
し
た

は
ず
の
フ
セ
イ
ン
政
権
の
遺
産
を
再
活
性
化
す
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
。
今
イ
ラ
ク
で
ア
メ
リ
カ
が
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
は
、
イ
ラ
ク

戦
争
以
前
よ
り
も
深
刻
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


